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第 1 章 事業計画の特性  

 

1.1 事業者の名称，氏名及び住所 

  事業者の名称：京都市 

代表者の住所：京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町 488 番地 

代 表 者：京都市長 門川大作 

  

 

1.2 事業の目的及び概要 

1.2.1 事業の目的 

本市では，保健，福祉など市民生活に密着した要望や地域課題の解決に向けて，それぞれの

地域のニーズや実情を踏まえ，総合的に市民サービスの向上を図るため，市民に最も身近な行

政機関である区役所の総合庁舎化を順次進めてきている。 

西京区役所についても，区民の利便性向上を図るため，西京区役所と保健福祉センター別館

を一体化した総合庁舎の整備を行う。 

現在の西京区役所及び保健福祉センター別館については，表 1.2-1 に示すとおりである。 

 

表 1.2-1 現在の西京区役所及び保健福祉センター別館 

機   関 西京区役所 保健福祉センター別館 

構  造 R.C 造（地下 1 階地上 6 階建て） 

※区役所は地下 1 階，地上 1,2 階 

R.C 造（地上 2 階建て） 

 

竣 工 年  昭和 53 年 6 月 昭和 44 年 2 月 

延床面積 約 4,500 ㎡ 約 1,600 ㎡ 
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1.2.2 事業の概要 

新たな西京区総合庁舎については，ＵＲ都市機構の賃貸住宅（上桂住宅）と合築となってい

る現庁舎の有効活用を図りつつ，東隣の上下水道局西京営業所跡地（京都市西京区上桂森下町

27-1）とその南側の西京区役所立体駐車場敷地（上桂森下町 25-10）を活用して整備する。 

なお，整備は，２期に分けて行う予定である。 

事業の概要及び整備内容(予定)は，表 1.2-2，表 1.2-3 に示すとおりである。 

 

表 1.2-2 事業の概要（予定） 

項 目 内 容 

事業の名称 西京区総合庁舎整備事業 

事業の種類 ・第 2 類事業（条例別表第 8 号に掲げる事業のうち下記に該当） 

・建築基準法第 2 条第 1 号に規定する建築物の新築の事業（建築物の延

べ面積（住宅の用に供する部分の面積を除く。）が 2,000 ㎡以上であ

り，かつ，本市が実施し，又は本市が所有する土地において実施され

るもの。） 

事業実施の位置 京都市西京区上桂森下町 25-10，27-1 

現行の用途 上下水道局西京営業所跡地 上桂森下町 27-1： （以下，「北側」という。） 

西京区役所立体駐車場 上桂森下町 25-10 ： （以下，「南側」という。） 

敷地面積 約 2,700m2 （1 期分：約 1,400 m2 ，2 期分：約 1,300 m2） 

建築面積 約 2,000m2 （1 期分：約 1,000 m2 ，2 期分：約 1,000m2） 

延床面積 約 7,700m2 （1 期分：約 3,700m2 ，2 期分：約 4,000m2） 

階数・構造 1 期：地上 5 階，地下 1 階，ＲＣ構造 

2 期：地上 5 階，ＲＣ構造 

建物高さ 約 20m 

 

表 1.2-3 整備内容（予定） 

〇整備内容 

1 期工事 

 令和 5 年度の供用開始を目指して，上下

水道局西京営業所跡地に新庁舎を整備す

る（現在の保健福祉センター別館機能を統

合。併せて区民交流スペースの設置）。 

 

2 期工事 

 ＵＲとの土地賃貸借契約期間（令和 20

年 10 月まで）を念頭に，現区役所の立体

駐車場を活用し，１期目に整備する新庁舎

と一体となるよう，庁舎を増築整備する。 

〇整備場所 

 

西京区役所 

＜１期工事＞ 

上下水道局西京営業所跡地

＜２期工事＞ 

区役所立体駐車場敷地 
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1.2.3 計画位置 

事業計画地は図 1.2-1(1)(2)に示すとおりであり，立地場所の概略は表 1.2-4 に示すとおりで

ある。 

 

表 1.2-4 立地場所の概略 

項 目 内 容 

所在・地番 京都市西京区上桂森下町 25-10，27-1 

位置 

(アクセス) 

市バス 西京区役所前（29・69 系統）バス停から下車すぐ 

千代原口（29・69・73 系統）バス停から徒歩約 3 分 

    平和台町（73 系統）バス停から徒歩約 5 分 

京都京阪バス 千代原口バス停から徒歩約 3 分 

阪急電車 上桂駅から徒歩約 10 分，桂駅から徒歩約 20 分 

用途地域 近隣商業地域（容積率 300%，建蔽率 80%） 

高度地区 20m 第 3 種高度地区 

学校区 京都市立桂小学校，京都市立桂中学校 

規制等 屋外広告物：3 種地区 

景観：山ろく型建造物修景地区，遠景デザイン保全区域  
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図 1.2-1(1) 事業計画地の位置
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図 1.2-1(2) 事業計画地の位置(航空写真)  
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1.3 整備スケジュール  

整備スケジュール（予定）は，表 1.3-1 に示すとおりである。 

計画段階環境配慮の手続きは，配慮書案の作成，配慮書案の縦覧（1 か月），審査会（計 2 回），

市長意見の提出を踏まえて，配慮書の作成・公告をもって完了となる。また，施設の設計は，

計画段階環境配慮の市長意見等を踏まえ，設計完了の目標時期は令和 3 年度とする。 

なお，建設工事は，1 期・2 期に分け，1 期の工事完了の目標時期は令和 5 年度とする。1 期

は現区役所に隣接する上下水道局西京営業所跡地を活用し，区役所と保健福祉センター別館（桂

艮町 1-2）の機能，区民交流スペース機能を統合した新庁舎を整備する。2 期では区民のニーズ

や社会情勢の変化を見据えた上で，現区役所の立体駐車場敷地を活用し，新庁舎と一体になる

よう増築する。 

 

表 1.3-1 整備スケジュール（予定） 

項 目 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 

基本計画検討                     

計画段階環境配慮                     

設計                     

既存施設解体工事                     

施設建設工事等                     

 

 

1.4 工事関係車両の運行ルート 

工事関係車両は，一般国道9号，京都府道29号線，67号線を走行する計画であり，1期工事は

事業計画地の北側の道路（一般市道桂緯226号線）から，2期工事は事業計画地の南側の道路（一

般市道桂緯40号線）から出入りする計画である。 

工事関係車両の主要な走行ルートは図1.4-1に示すとおりである。 
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図 1.4-1 工事関係車両の主要な走行ルート  
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1.5 事業計画地周辺の詳細 

事業計画地の周囲は，西側に西京区役所，東側に京都市西文化会館ウエスティ，北側に一般市

道桂緯 226 号線，南側に一般市道桂緯 40 号線となっている。また，西京区役所の西側には，京

都府道 29 号線（宇多野嵐山山田線）が通過しており，北～北東側には道路を挟んで住宅専用地

が広がっている。 

（図 1.5-1，図 1.5-2 参照） 
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図 1. 5-1 事業計画地周辺の写真の撮影方向 
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①事業計画地の北側を西の交差点から望む 

 

②事業計画地の西側を北の道路から望む 

 

③事業計画地の東側を北の道路から望む 

 

④事業計画地の北側を東の道路から望む 

 

⑤事業計画地の南側を東の道路から望む 

 

⑥事業計画地の東側を南の道路から望む 

 

⑦事業計画地の西側を南の道路から望む 

 

⑧事業計画地の南側を西の道路から望む 

 

図 1.5-2 事業計画地周辺写真 


